
(57)【要約】

【課題】  広範な湿度領域において多様な物質を迅速に

吸着及び脱着できる優れた新規なアルミニウムケイ酸塩

を安価に提供する。

【解決手段】  酸化物のモル比で次の組成：ＳｉＯ２ ・

ｘＡｌ２ Ｏ３ ・ｙＨ２ Ｏ（式中、ｘ＝０．５～２．０、

ｙ＝０～１５）からなり、かつ粉末Ｘ線回折スペクトル

において、ブラッグ角（２θ±０．５°）３．５°、８

．５°、２６°及び４０°に比較的大きいブロードなピ

ークを有するアルミニウムケイ酸塩である。

　この塩は、多量の微細孔を持つ新規な多孔体であって

、その優れた吸着性などの特性を活用することにより、

物質の回収や貯蔵、除湿、水分の乾燥、有害物質の除去

、可燃性物質の貯蔵及び脱臭などに利用でき、特に生活

環境において最適な湿度に調整する自律的調湿材料とし

て有効である。

【選択図】    図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
酸 化 物 の モ ル 比 で 次 の 組 成 ： Ｓ ｉ Ｏ ２ ・ ｘ Ａ ｌ ２ Ｏ ３ ・ ｙ Ｈ ２ Ｏ （ 式 中 、 ｘ ＝ ０ ． ５ ～ ２
． ０ 、 ｙ ＝ ０ ～ １ ５ ） か ら な り 、 か つ 粉 末 Ｘ 線 回 折 ス ペ ク ト ル に お い て 、 ブ ラ ッ グ 角 （ ２
θ ± ０ ． ５ ° ） ３ ． ５ ° 、 ８ ． ５ ° 、 ２ ６ ° 及 び ４ ０ ° に 大 き い ブ ロ ー ド な ピ ー ク を 有 す
る こ と を 特 徴 と す る ア ル ミ ニ ウ ム ケ イ 酸 塩 。
【 請 求 項 ２ 】
さ ら に ブ ラ ッ グ 角 （ ２ θ ± ０ ． ５ ° ） １ ６ ． ５ ° 、 ３ ３ ． ５ ° 、 ４ ４ ． ５ ° 、 ５ ４ ° 及 び
６ ６ ° に 小 さ い ブ ロ ー ド な ピ ー ク を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の ア ル ミ ニ ウ
ム ケ イ 酸 塩 。
【 請 求 項 ３ 】
無 機 ケ イ 素 化 合 物 溶 液 と 無 機 ア ル ミ ニ ウ ム 化 合 物 溶 液 を 混 合 し て ア ル ミ ニ ウ ム ケ イ 酸 塩 を
形 成 さ せ 、 こ れ を 脱 塩 処 理 し て 得 ら れ る ア ル ミ ニ ウ ム ケ イ 酸 塩 の 分 散 溶 液 を エ ー ジ ン グ さ
せ た 後 、 １ ０ ０ ℃ 以 下 の 温 度 で 乾 燥 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の ア
ル ミ ニ ウ ム ケ イ 酸 塩 の 合 成 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の ア ル ミ ニ ウ ム ケ イ 酸 塩 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 吸 着 剤 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 吸 着 能 に 優 れ た ア ル ミ ニ ウ ム ケ イ 酸 塩 及 び そ の 合 成 法 に 関 す る も の で あ る 。
よ り 詳 し く は 、 本 発 明 は 、 高 い 表 面 活 性 に よ る 吸 着 能 、 水 と の 親 和 性 、 イ オ ン 交 換 能 に 優
れ 、 高 比 表 面 積 と 多 量 の 微 細 孔 及 び そ の 形 態 を 利 用 し て 、 熱 交 換 材 、 天 然 ガ ス 等 の 貯 蔵 、
湿 度 を 自 律 的 に 制 御 す る 湿 度 調 節 剤 、 デ シ カ ン ト 剤 、 香 料 等 の 吸 着 媒 体 や 化 粧 品 、 有 害 汚
染 物 質 の 吸 ・ 脱 臭 剤 ま た は 速 乾 性 乾 燥 剤 等 に 応 用 可 能 な チ ュ ー ブ 状 ア ル ミ ニ ウ ム ケ イ 酸 塩
、 そ の 合 成 法 及 び そ の 塩 を 用 い る 吸 着 剤 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 非 晶 質 あ る い は 低 結 晶 性 の ア ル ミ ニ ウ ム ケ イ 酸 塩 は 、 天 然 に お い て ア ロ フ ェ ン ま た は イ
モ ゴ ラ イ ト と し て 産 出 す る も の で あ る 。 天 然 の ア ロ フ ェ ン は 火 山 灰 土 壌 か ら な る 多 く の 地
域 に お い て 産 出 さ れ る が 、 天 然 の イ モ ゴ ラ イ ト を 産 出 す る 土 壌 の 地 域 は 限 ら れ て い る ば か
り で な く 、 産 出 量 も 極 め て 少 な い 。 そ の う え 、 天 然 ア ロ フ ェ ン や 天 然 イ モ ゴ ラ イ ト は 、 表
面 に 酸 化 鉄 の 皮 膜 が 形 成 さ れ て い る た め 、 脱 鉄 処 理 を 施 し て も 鉄 を 含 ま な い 純 物 質 を 得 る
こ と が 難 し い 。 こ の よ う な 背 景 か ら 、 特 定 の 無 機 物 質 溶 液 を 用 い て 高 純 度 の ア ロ フ ェ ン や
イ モ ゴ ラ イ ト を 合 成 す る 方 法 が 検 討 さ れ 、 す で に 提 案 さ れ て い る （ 例 え ば 、 参 考 文 献 １ ～
３ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 現 在 、 上 記 の 合 成 法 は 確 立 さ れ て い る も の の 、 高 比 表 面 積 を 有 す る ア ロ フ ェ ン や イ モ ゴ
ラ イ ト を 得 る に は 、 無 機 ケ イ 素 化 合 物 溶 液 と 無 機 ア ル ミ ニ ウ ム 化 合 物 溶 液 を 混 合 し て 調 整
し た 溶 液 中 か ら 、 そ れ ら の 生 成 阻 害 要 因 と な る 共 存 イ オ ン を 取 り 除 い た 後 、 １ ０ ０ ℃ 前 後
で 加 熱 処 理 を 行 う 必 要 が あ る と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 従 来 の 加 熱 合 成 に よ り 得 ら れ た ア ロ フ ェ ン や イ モ ゴ ラ イ ト は 、 そ の 水 蒸 気 吸 着 特 性
に お い て 、 相 対 湿 度 が ３ ０ ％ か ら ８ ０ ％ の 中 湿 度 領 域 に お い て 吸 着 量 の 差 異 が 約 １ ０ ％ 程
度 に 過 ぎ ず 吸 着 量 が 非 常 に 小 さ い と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ ０ － ２ ３ ６ ８ １ ８ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ６ ４ ０ １ ０ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ２ ２ ０ １ ２ ９ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
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【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 従 来 の 技 術 に お け る 上 記 し た 課 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で あ る 。 す
な わ ち 、 本 発 明 の 目 的 は 、 広 範 な 湿 度 領 域 に お い て 多 様 な 物 質 を 迅 速 に 吸 着 及 び 脱 着 で き
る 優 れ た ア ル ミ ニ ウ ム ケ イ 酸 塩 を 提 供 す る こ と 、 及 び そ の 塩 を テ ン プ レ ー ト 剤 を 使 用 す る
こ と な く 、 低 温 で 、 か つ 低 コ ス ト で 合 成 す る 方 法 を 提 供 す る こ と に あ る 。 ま た 、 本 発 明 の
他 の 目 的 は 、 高 い 表 面 活 性 に よ り 吸 着 能 や 水 と の 親 和 性 あ る い は イ オ ン 交 換 能 に 優 れ て お
り 、 か つ 高 比 表 面 積 と 多 量 の 微 細 孔 を 有 す る ア ル ミ ニ ウ ム ケ イ 酸 塩 か ら な る 吸 着 剤 を 提 供
す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 者 ら は 、 良 好 な 吸 着 能 を 有 す る ア ル ミ ニ ウ ム ケ イ 酸 塩 を 低 コ ス ト で 合 成 す る 方 法
の 開 発 に 向 け て 鋭 意 研 究 を 重 ね た 結 果 、 合 成 に よ り 得 ら れ た ア ル ミ ニ ウ ム ケ イ 酸 塩 の 前 駆
体 溶 液 を 特 定 の 条 件 下 で 処 理 す る こ と に よ り 、 微 細 孔 を 有 す る 良 好 な 吸 着 能 を 持 つ ア ル ミ
ニ ウ ム ケ イ 酸 塩 が 得 ら れ る こ と を 見 出 し 、 本 発 明 を 完 成 す る に 至 っ た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 す な わ ち 、 本 発 明 の ア ル ミ ニ ウ ム ケ イ 酸 塩 は 、 酸 化 物 の モ ル 比 で 次 の 組 成 ： Ｓ ｉ Ｏ ２ ・
ｘ Ａ ｌ ２ Ｏ ３ ・ ｙ Ｈ ２ Ｏ （ 式 中 、 ｘ ＝ ０ ． ５ ～ ２ ． ０ 、 ｙ ＝ ０ ～ １ ５ ） か ら な り 、 か つ 粉
末 Ｘ 線 回 折 ス ペ ク ト ル に お い て 、 ブ ラ ッ グ 角 （ ２ θ ± ０ ． ５ ° ） ３ ． ５ ° 、 ８ ． ５ ° 、 ２
６ ° 及 び ４ ０ ° に 比 較 的 大 き い ブ ロ ー ド な ピ ー ク を 有 す る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
　 ま た 、 上 記 し た ア ル ミ ニ ウ ム ケ イ 酸 塩 は 、 粉 末 Ｘ 線 回 折 ス ペ ク ト ル に お い て 、 さ ら に ブ
ラ ッ グ 角 （ ２ θ ± ０ ． ５ ° ） １ ６ ． ５ ° 、 ３ ３ ． ５ ° 、 ４ ４ ． ５ ° 、 ５ ４ ° 及 び ６ ６ ° に
小 さ い ブ ロ ー ド な ピ ー ク を 有 す る も の で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 本 発 明 の ア ル ミ ニ ウ ム ケ イ 酸 塩 の 合 成 法 は 、 無 機 ケ イ 素 化 合 物 溶 液 と 無 機 ア ル ミ
ニ ウ ム 化 合 物 溶 液 を 混 合 し て ア ル ミ ニ ウ ム ケ イ 酸 塩 を 形 成 さ せ 、 こ れ を 脱 塩 処 理 し て 得 ら
れ る ア ル ミ ニ ウ ム ケ イ 酸 塩 の 分 散 溶 液 を エ ー ジ ン グ さ せ た 後 、 １ ０ ０ ℃ 以 下 の 温 度 で 乾 燥
さ せ る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
　 さ ら に 、 本 発 明 の 吸 着 剤 は 、 酸 化 物 の モ ル 比 で 次 の 組 成 ： Ｓ ｉ Ｏ ２ ・ ｘ Ａ ｌ ２ Ｏ ３ ・ ｙ
Ｈ ２ Ｏ （ 式 中 、 ｘ ＝ ０ ． ５ ～ ２ ． ０ 、 ｙ ＝ ０ ～ １ ５ ） か ら な り 、 か つ 粉 末 Ｘ 線 回 折 ス ペ ク
ト ル に お い て 、 ブ ラ ッ グ 角 （ ２ θ ± ０ ． ５ ° ） ３ ． ５ ° 、 ８ ． ５ ° 、 ２ ６ ° 及 び ４ ０ ° に
比 較 的 大 き い ブ ロ ー ド な ピ ー ク を 有 す る も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の ア ル ミ ニ ウ ム ケ イ 酸 塩 は 、 ナ ノ メ ー タ ー 径 の 多 量 の 微 細 孔 を 有 す る 多 孔 質 無 機
物 質 か ら な る も の で あ っ て 、 水 分 子 、 低 分 子 量 の 無 機 物 質 及 び 有 機 物 質 な ど を 、 多 量 に 素
早 く 吸 着 及 び 脱 着 す る 吸 着 剤 と し て 使 用 で き る こ と か ら 、 湿 度 調 節 な ど の 水 分 の 調 整 、 有
害 物 質 の 除 去 、 吸 着 さ れ る 物 質 の 貯 蔵 お よ び 乾 燥 剤 な ど と し て 有 用 で あ り 、 特 に 相 対 湿 度
３ ０ ～ ８ ０ ％ の 中 湿 度 領 域 に お け る 吸 着 剤 と し て 有 益 な も の で あ る 。
　 ま た 、 本 発 明 の 製 法 に よ れ ば 、 上 記 し た 優 れ た 吸 着 特 性 等 を 有 す る ア ル ミ ニ ウ ム ケ イ 酸
塩 を 安 価 に 合 成 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 以 下 、 本 発 明 に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。
　 本 発 明 の ア ル ミ ニ ウ ム ケ イ 酸 塩 は 、 新 た な 合 成 法 に よ り 得 ら れ 、 水 分 子 な ど の 出 入 り で
き る 多 量 の 微 細 孔 を 有 す る チ ュ ー ブ 状 多 孔 体 で あ る う え に 、 表 面 活 性 が 高 く 、 表 面 積 が 大
き い こ と な ど か ら 良 好 な 吸 着 能 及 び 脱 着 能 を 有 し 、 ま た 水 と の 親 和 性 及 び イ オ ン 交 換 能 に
優 れ て い る こ と か ら 、 生 活 環 境 の 湿 度 を 自 律 的 に 制 御 す る 湿 度 調 節 材 、 天 然 ガ ス の 貯 蔵 、
有 害 汚 染 物 質 の 吸 着 材 、 脱 臭 材 及 び 速 乾 性 乾 燥 剤 等 な ど の 多 様 な 分 野 に 応 用 可 能 な も の で
あ る 。
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【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の ア ル ミ ニ ウ ム ケ イ 酸 塩 の 合 成 原 料 と し て は 、 無 機 ケ イ 素 化 合 物 と 無 機 ア ル ミ ニ
ウ ム 化 合 物 が 用 い ら れ る 。 ケ イ 素 源 と し て 使 用 さ れ る 試 剤 は 、 モ ノ ケ イ 酸 化 合 物 で あ れ ば
よ く 、 具 体 的 に は オ ル ト ケ イ 酸 ナ ト リ ウ ム 、 メ タ ケ イ 酸 ナ ト リ ウ ム 、 無 定 形 コ ロ イ ド 状 二
酸 化 ケ イ 素 （ エ ア ロ ジ ル な ど ） な ど が 好 適 な も の と し て 挙 げ ら れ る 。 一 方 、 上 記 ケ イ 酸 塩
分 子 と 結 合 さ せ る ア ル ミ ニ ウ ム 源 と し て は 、 ア ル ミ ニ ウ ム イ オ ン で あ れ ば よ く 、 具 体 的 に
は 、 塩 化 ア ル ミ ニ ウ ム 、 硝 酸 ア ル ミ ニ ウ ム な ど の ア ル ミ ニ ウ ム 化 合 物 が 挙 げ ら れ る 。 こ れ
ら の ケ イ 素 源 及 び ア ル ミ ニ ウ ム 源 は 、 上 記 の 化 合 物 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 そ れ ら と
同 効 の も の で あ れ ば 同 様 に 使 用 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 に お い て は 、 こ れ ら の 原 料 を そ れ ぞ れ 適 切 な 水 溶 液 に 溶 解 さ せ 、 所 定 の 濃 度 の 溶
液 を 調 整 す る 。 次 に 、 こ れ ら の 溶 液 を 混 合 し て 反 応 さ せ る が 、 そ の 際 、 任 意 の 比 率 で 混 合
し て も 前 駆 体 の 形 成 に 問 題 は な い が 、 好 適 に は ケ イ 素 ／ ア ル ミ ニ ウ ム 比 は ０ ． ３ ～ ０ ． ７
に な る よ う に 混 合 す る 。 ケ イ 素 化 合 物 溶 液 及 び ア ル ミ ニ ウ ム 化 合 物 溶 液 の 濃 度 は 、 如 何 な
る 濃 度 か ら の 合 成 で も 前 駆 体 は 生 成 す る が 、 好 適 な 濃 度 と し て は 、 １ ～ ５ ０ ０ ｍ ｍ ｏ ｌ ／
ｌ の ケ イ 素 化 合 物 溶 液 と １ ～ １ ０ ０ ０ ｍ ｍ ｏ ｌ ／ ｌ の ア ル ミ ニ ウ ム 化 合 物 溶 液 を 混 合 す る
こ と が 好 ま し い 。
　 こ の ア ル ミ ニ ウ ム 化 合 物 溶 液 に ケ イ 素 化 合 物 溶 液 を 混 合 し た 後 、 ア ル カ リ 性 溶 液 を 滴 下
し 、 弱 酸 性 か ら 中 性 付 近 に ｐ Ｈ を 調 整 し 、 前 駆 体 を 形 成 さ せ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 前 駆 体 の 生 成 工 程 に お い て 、 中 和 反 応 に 用 い る ア ル カ リ 性 溶 液 と し て は 、 例 え ば 、 水 酸
化 ナ ト リ ウ ム 、 水 酸 化 カ リ ウ ム 、 ア ン モ ニ ア な ど の 溶 液 が 挙 げ ら れ る 。 ま た 、 前 駆 体 を 分
散 さ せ る 酸 性 溶 液 と し て は 、 塩 酸 、 硝 酸 、 過 塩 素 酸 な ど が 挙 げ ら れ る 。 本 発 明 の ア ル ミ ニ
ウ ム ケ イ 酸 塩 を 得 る に は 、 好 適 に は 溶 液 の ｐ Ｈ が ３ ～ ７ 程 度 の 範 囲 で 合 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 次 に 、 そ の 前 駆 体 を 含 む 溶 液 を 、 遠 心 分 離 、 濾 過 ま た は 膜 分 離 等 の 適 宜 の 手 段 を 用 い て
、 溶 液 中 の 共 存 イ オ ン を 取 り 除 く 脱 塩 処 理 を 施 し た 後 、 回 収 し た 前 駆 体 を 純 水 あ る い は 酸
性 水 溶 液 に 分 散 さ せ る 。 こ の と き の ｐ Ｈ は ３ ～ ７ で あ る が 、 好 適 に は ４ ～ ５ ． ５ の 範 囲 で
あ る 。 そ の 後 、 得 ら れ た 前 駆 体 の 分 散 溶 液 を 室 温 に て 攪 拌 さ せ な が ら 一 定 時 間 の エ ー ジ ン
グ を 行 う 。 そ の 室 温 に お け る エ ー ジ ン グ と し て は 、 通 常 ２ ０ ～ ３ ０ ℃ に お い て ５ 分 ～ ４ ８
時 間 、 好 ま し く は １ ０ 分 ～ ６ 時 間 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 次 に エ ー ジ ン グ し た 前 駆 体 分 散 溶 液 を 乾 燥 さ せ る こ と に よ り 、 目 的 と し た ア ル ミ ニ ウ ム
ケ イ 酸 塩 を 得 る こ と が で き る 。 ま た こ の と き の 乾 燥 温 度 は １ ０ ０ ℃ 以 下 で あ る が 、 好 適 に
は ０ ～ ８ ０ ℃ で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 上 記 の 方 法 で 得 ら れ た ア ル ミ ニ ウ ム ケ イ 酸 塩 は 、 多 量 の 微 細 孔 を 持 つ チ ュ ー ブ 状 多 孔 体
で あ っ て 、 各 種 物 質 の 吸 着 剤 と し て 使 用 で き る も の で あ り 、 そ の 優 れ た 吸 着 性 な ど の 特 性
を 活 用 す る こ と に よ り 、 物 質 の 回 収 や 貯 蔵 、 除 湿 、 水 分 の 乾 燥 、 有 害 物 質 の 除 去 、 可 燃 性
物 質 の 貯 蔵 及 び 脱 臭 な ど に 利 用 で き る も の で あ り 、 例 え ば 、 ヒ ー ト ポ ン プ 熱 交 換 材 、 天 然
ガ ス 等 の 貯 蔵 、 湿 度 を 自 律 的 に 制 御 す る 湿 度 調 節 剤 、 デ シ カ ン ト ロ ー タ ー 作 成 の た め の デ
シ カ ン ト 剤 、 香 料 等 の 吸 着 媒 体 や 化 粧 品 、 有 害 汚 染 物 質 の 吸 着 剤 や 脱 臭 剤 ま た は 速 乾 性 乾
燥 剤 等 に 応 用 可 能 で あ り 、 特 に 生 活 環 境 に お い て 最 適 な 湿 度 に 調 整 す る 自 律 的 調 湿 材 料 と
し て 有 効 に 利 用 で き る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 実 施 例
　 以 下 、 本 発 明 を 実 施 例 に よ り さ ら に 具 体 的 に 説 明 す る が 、 本 発 明 は こ れ ら の 実 施 例 に よ
っ て 何 ら 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ １ ９ 】
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　 Ｓ ｉ Ｏ ２ 濃 度 が ７ ５ ｍ ｍ ｏ ｌ ／ ｌ に な る よ う に 、 純 水 で 希 釈 し た オ ル ト ケ イ 酸 ナ ト リ ウ
ム 水 溶 液 ２ ５ ０ ｍ ｌ を 調 整 し た 。 ま た こ れ と は 別 に 、 塩 化 ア ル ミ ニ ウ ム を 純 水 に 溶 解 さ せ
、 １ ５ ０ ｍ ｍ ｏ ｌ ／ ｌ 水 溶 液 ２ ５ ０ ｍ ｌ を 調 整 し た 。
　 次 に 、 塩 化 ア ル ミ ニ ウ ム 水 溶 液 に オ ル ト ケ イ 酸 ナ ト リ ウ ム 水 溶 液 を 混 合 し 、 マ グ ネ テ ィ
ッ ク ス タ ー ラ ー で 撹 拌 し た 。 こ の と き の ケ イ 素 ／ ア ル ミ ニ ウ ム 比 は ０ ． ５ で あ る 。 さ ら に
こ の 混 合 溶 液 に １ Ｎ 水 酸 化 ナ ト リ ウ ム 水 溶 液 ４ ３ ｍ ｌ を 滴 下 し 、 ｐ Ｈ が ６ に な る よ う に 調
整 し た 。
　 こ の 溶 液 か ら 遠 心 分 離 に よ り 前 駆 体 を 回 収 し 、 さ ら に 純 水 で 前 駆 体 を ３ 回 遠 心 分 離 に よ
り 洗 浄 し た 後 、 ２ ｌ の 純 水 中 に 分 散 さ せ た 。
　 こ の 前 駆 体 の 懸 濁 液 ２ ｌ に １ Ｎ 塩 酸 を ８ ｍ ｌ 加 え た 後 、 室 温 で 攪 拌 さ せ な が ら １ 時 間 の
エ ー ジ ン グ を 行 っ た 。 そ の 後 、 ５ ０ ℃ で 約 ３ 日 間 乾 燥 さ せ る こ と に よ り ア ル ミ ニ ウ ム ケ イ
酸 塩 を 得 た 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 得 ら れ た ア ル ミ ニ ウ ム ケ イ 酸 塩 は 、 図 １ に 示 し た よ う に 、 粉 末 Ｘ 線 回 折 に お い て 、 ２ θ
＝ ３ ． ５ ° 、 ８ ． ５ ° 、 ２ ６ ° 、 ４ ０ ° 付 近 に 比 較 的 大 き い ブ ロ ー ド な ピ ー ク を 示 し 、 さ
ら に ２ θ ＝ １ ６ ． ５ ° 、 ３ ３ ． ５ ° 、 ４ ４ ． ５ ° 、 ５ ４ ° 、 ６ ６ ° 付 近 に 僅 か で は あ る が
小 さ い ブ ロ ー ド な ピ ー ク を 示 し た 。 ま た そ の 水 蒸 気 吸 着 等 温 線 は 、 図 ２ に 見 ら れ る よ う に
、 相 対 湿 度 ３ ０ ％ に お い て 約 １ ８ 重 量 ％ 、 相 対 湿 度 ８ ０ ％ に お い て 約 ４ ３ 重 量 ％ の 水 蒸 気
を 吸 着 し て い た 。
　 こ れ に 対 し 、 従 来 の 加 熱 合 成 イ モ ゴ ラ イ ト （ 特 開 2004-59330号 公 報 の 実 施 例 １ で 得 ら れ
た も の ） は 、 図 ２ に 見 ら れ る よ う に 、 相 対 湿 度 ３ ０ ％ に お い て 約 ２ ２ 重 量 ％ 、 相 対 湿 度 ８
０ ％ に お い て 約 ３ ４ 重 量 ％ の 水 蒸 気 を 吸 着 し て い る 。
　 相 対 湿 度 ３ ０ ％ と 相 対 湿 度 ８ ０ ％ に お け る 吸 着 量 の 差 は 、 本 実 施 例 の ア ル ミ ニ ウ ム ケ イ
酸 塩 の 方 が 、 従 来 公 知 の 加 熱 合 成 イ モ ゴ ラ イ ト よ り も 約 ２ 倍 の 値 を 有 し て い た 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 Ｓ ｉ Ｏ ２ 濃 度 が ６ ０ ｍ ｍ ｏ ｌ ／ ｌ に な る よ う に 、 純 水 で 希 釈 し た オ ル ト ケ イ 酸 ナ ト リ ウ
ム 水 溶 液 ２ ５ ０ ｍ ｌ を 調 整 し た 。 ま た こ れ と は 別 に 、 塩 化 ア ル ミ ニ ウ ム を 純 水 に 溶 解 さ せ
、 １ ５ ０ ｍ ｍ ｏ ｌ ／ ｌ 水 溶 液 ２ ５ ０ ｍ ｌ を 調 整 し た 。
　 次 に 、 塩 化 ア ル ミ ニ ウ ム 水 溶 液 に オ ル ト ケ イ 酸 ナ ト リ ウ ム 水 溶 液 を 混 合 し 、 マ グ ネ テ ィ
ッ ク ス タ ー ラ ー で 撹 拌 し た 。 こ の と き の ケ イ 素 ／ ア ル ミ ニ ウ ム 比 は ０ ． ４ で あ る 。 さ ら に
こ の 混 合 溶 液 に １ Ｎ 水 酸 化 ナ ト リ ウ ム 水 溶 液 ５ ２ ｍ ｌ を 滴 下 し 、 ｐ Ｈ が ６ に な る よ う に 調
整 し た 。
　 こ の 溶 液 か ら 遠 心 分 離 に よ り 前 駆 体 を 回 収 し 、 さ ら に 純 水 で 前 駆 体 を ３ 回 遠 心 分 離 に よ
り 洗 浄 し た 後 、 ２ ｌ の 純 水 中 に 分 散 さ せ た 。
　 こ の 前 駆 体 の 懸 濁 液 ２ ｌ に １ Ｎ 塩 酸 を ８ ｍ ｌ 加 え た 後 、 室 温 で １ 時 間 攪 拌 さ せ る こ と に
よ り エ ー ジ ン グ を 行 っ た 。 そ の 後 、 ５ ０ ℃ で 約 ３ 日 間 乾 燥 さ せ る こ と に よ り ア ル ミ ニ ウ ム
ケ イ 酸 塩 を 得 た 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 得 ら れ た ア ル ミ ニ ウ ム ケ イ 酸 塩 は 、 図 １ に 示 し た よ う に 、 粉 末 Ｘ 線 回 折 に お い て 、 ２ θ
＝ ３ ． ５ ° 、 ８ ． ５ ° 、 ２ ６ ° 、 ４ ０ ° 付 近 に 比 較 的 大 き い ブ ロ ー ド な ピ ー ク を 示 し 、 さ
ら に ２ θ ＝ １ ６ ． ５ ° 、 ３ ３ ． ５ ° 、 ４ ４ ． ５ ° 、 ５ ４ ° 、 ６ ６ ° 付 近 に 僅 か で は あ る が
小 さ い ブ ロ ー ド な ピ ー ク を 示 し た 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 発 明 は 、 広 範 な 湿 度 領 域 の 湿 度 調 節 に 有 用 な ア ル ミ ニ ウ ム ケ イ 酸 塩 か ら な る 高 機 能 な
無 機 質 多 孔 質 材 料 を 安 価 に 提 供 す る も の で あ っ て 、 水 分 子 の ほ か 、 無 機 物 質 及 び 有 機 物 質
な ど を 多 量 に か つ 簡 易 に 吸 着 ・ 脱 着 で き る か ら 、 工 業 的 及 び 家 庭 的 使 用 に 好 適 な 吸 着 剤 と
し て 多 様 な 産 業 分 野 に 利 用 で き る も の で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
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【 ０ ０ ２ ４ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 １ 及 び 実 施 例 ２ で 得 ら れ た ア ル ミ ニ ウ ム ケ イ 酸 塩 の 粉 末 Ｘ 線 回 折
図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 例 １ で 得 ら れ た ア ル ミ ニ ウ ム ケ イ 酸 塩 （ ■ 印 ） と 従 来 の 合 成 イ モ ゴ
ラ イ ト （ ● 印 ） を 用 い た 水 蒸 気 吸 着 等 温 線 を 示 す グ ラ フ で あ る 。

【 図 １ 】
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【 図 ２ 】
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